









毎週
毎週
毎週
毎週

毎月

毎月

名　　　　　　　　称 担  当  医  等
外  来  化  学  療  法（予約制）
禁　　煙　　外　　来（予約制）
睡 眠 時 無 呼 吸 外 来
小 児 科 予 防 接 種
ス ト ー マ 外 来
女性外来（婦人科、思春期、更年期）
Ｐ Ｅ Ｇ 外 来

両親学級（予約制：産婦人科）

セカンドオピニオン外来（予約）

担　　当　　医
坂　田　和　子
坂　田　和　子
※ 石井　真美
担　　当　　医
※ 片渕美和子
担　　当　　医

火曜・水曜・金曜
月曜（午後）
火曜・木曜（午後）
水曜（受付時間13:30～15:30）
第3水曜（午後）

第2･第4木曜日（13:30～15:30）
※産婦人科へお尋ねください。 ５階病棟

Bブロック

Aブロック

各診療科
実　　　施　　　日 診察場所

各専門医が担当します。詳細はホームページをご覧ください。
予約については地域医療連携室にお尋ねください。

助　　産　　師
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外来担当医表外来担当医表

特殊・専門外来特殊・専門外来

6月

6月

6月
診 療 科 名 月 火 水 木 金

循 環 器 内 科

内分泌・代謝内科

消 化 器 内 科

外 科

乳 腺 外 科
泌 尿 器 科

小 児 科

産 婦 人 科

緩和ケア内科（予約制）
総 合 診 療 科

救 急 外 来

健 診

耳 鼻 咽 喉 科
眼 科

整 形 外 科
( 紹 介 外 来 制 )

呼 吸 器 内 科
腫 瘍 内 科

感
覚
器

セ
ン
タ
ー

※ 御任　玲美 ―※ 猪山　慎治
― 宮本　英明

※ 後藤　英介
― ―

― ―

―

―
―

※ 徳永　郁香 ※ 徳永　郁香

―
―

―

―
―――

―

― ――

(小児一般･　　　
アレルギー外来)

(小児一般･　　　
アレルギー外来)

◎診療時間は8:30開始で11:00(小児科は16:00)受付終了となります。
　当日の受診に関する相談を除く電話は、14時から17時が受付となります。
※　非常勤医師です。　※1　第2、第4水曜日のみ診療となります。

◎特殊・専門外来については、各診療科にお尋ねください。
◎急患の場合は、この限りではありません。
ご注意：学会等の都合で変更になる場合があります。
◆最新の担当表は、ホームページをご覧ください。

山鹿市民医療センター
〒861-0593 熊本県山鹿市山鹿511番地

TEL（代表）0968-44-2185　FAX 0968-44-2420
http://yamaga-medical-center.jp

6月号

地域住民の生命と健康への貢献地域住民の生命と健康への貢献

山鹿市民医療センターは
① 患者さま中心の信頼される医療を行います
② 診療機能の充実に努め、質の高い医療を提供します
③ 地域の保健、医療、福祉の連携を推進します
④ 研修、研鑽に努め医療レベルの向上を図ります
⑤ 健全経営に努めます

いのち

基本方針

基本理念

6月

上野　茂紀
（本原　利彦）

冨口　　純
（上野　茂紀）

※ 後藤　英介

本原　利彦冨口　　純 本原　利彦

川崎　修二 川崎　修二 川崎　修二

大庭　圭介
清水　　博

大庭　圭介
清水　　博

大庭　圭介
清水　　博

大庭　圭介
清水　　博

※ 木山　卓也
担 当 医

髙木　　茂
横田　秀峰

山元雅典／中原達秀

工藤　智志
山元　雅典
中原　達秀

手　　術
（担当医）

髙木　　茂
工藤　智志
横田　秀峰

手　　術
（担当医）

別府　　透
石河　隆敏
織田　枝里

坂田　和子
石河　隆敏 川崎　修二 堀　　和樹 ― ※ 非常勤医師

手　　術
（担当医）

別府　　透
石河　隆敏
（織田　枝里）

手　　術
（担当医）

別府　　透
石河　隆敏
山村　謙介

※ 冨口　麻衣
※ 非常勤医師※ 非常勤医師

※ 石井　真美
※ 石井　真美

※ 石井　真美

予防接種(午後）

※ 非常勤医師 ※ 非常勤医師
木山　　優 木山　　優 木山　　優 木山　　優 木山　　優

※ 片渕美和子
（午後）

※ 片渕美和子
（午後）

※ 非常勤医師
― ※ 非常勤医師

吉岡　明子
織田　枝里 堀　　和樹 堀　　和樹織田　枝里

吉岡　明子 吉岡　明子
外  科  医(午前)
整形外科医(午後) 吉岡　明子 消化器科医大庭　圭介 外 科 医(午前)

担 当 医(午後)

第２・４水曜（午後）
6/6㈪､9㈭､13㈪､14㈫､20㈪､21㈫､23㈭､27㈪､28㈫､30㈭

　令和4年度は医師3名、看護師7名、診療放射線技師
2名、薬剤師1名、社会福祉士1名の14名が山鹿市民医
療センターの新たな職員として加わりました。
　4月1日、辞令交付式の後「当院の概要を理解し、
病院組織の一員としての認識と専門職としての自覚を
養う」を目的として新入職者研修（4月1日～4月5
日）を実施しました。
　始めの2日間は、病院職員として自覚を持って行動
できるように、病院の概要、公務員としての服務規程、
個人情報などの取り扱い、接遇・コミュニケーション
など社会人としての基本的研修を行いました。また、
病院内で働く中で重要な医療安全管理や感染防止等に
ついての研修も行いました。
　看護部は、3日目以降も現場で使用する電子カルテ
操作、基本的な看護技術などの実技を中心とした研修



令和４年度　新入職者研修を行いました令和４年度　新入職者研修を行いました
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（予約のみ）

※1 片渕美和子
（午後）

を行いました。
　研修後に実施したアンケートの感想では「当院の概
要から医療的なことまで、幅広い内容の研修であった
ことと、より専門的な知識を学ぶことができ、今後の
業務に活かせると思いました｡｣「今回の研修で説明だ
けでなく、業務を行う際に注意・配慮しなければなら
ないことも学び今後に活かしていこうと思いました｡｣
「感染についての話はすごくためになりました｡｣「一
つ一つ分かりやすい内容で、現場での実践を取り入れ
た事例等もあり、理解しやすかったです｡｣「実技やグ
ループワークもあり、病棟での振り返りがしやすかっ
たです｡」等多くの意見が出ました。
　現在それぞれの配属部署で先輩と共に学習し、業務
に慣れているところですのでよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　（文責　副看護部長　原田靖代）
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原稿を募集致します原稿を募集致します原稿を募集致します原稿を募集致します
登録医の先生の投稿を歓迎いたします。400～800字程度を基準とします。

送付先　〒861-0593　山鹿市山鹿511番地　山鹿市民医療センター　地域医療連携室

ホームページをご利用下さい。病院の最新情報がご覧になれます。

http://yamaga-medical-center.jphttp://yamaga-medical-center.jp

　2021年11月に緩和ケア認定看護師を取得いたし
ました。緩和ケアとは、がんと診断されたときから
患者さまやそのご家族の身体の苦痛や気持ちのつら
さ､生活上の不安など様々な問題に対応し､自分らし
い生活を送ることができるよう支えていくケアです。
　私は以前から緩和ケア看護に携わりたいと思って
おり、緩和ケア病棟を希望し入職しました。がんな
どによる苦痛症状で苦しまれている患者さまとの関
わりの中、取りきれない苦痛症状に悩み、葛藤する
患者さまに対して自分に何ができることがないかと
考え、がん治療や緩和ケアについて、深く学びケア
に活かしたいと思い資格取得を目指しました。
　緩和ケア認定看護師として、疾患を持つ患者さま
やご家族に対して、トータルペインの視点でアセス
メントを行い、その人に適したケアを提供すること、
看護実践するうえでは患者さまが“その人らしく”
日常生活を送ることができるよう支援することを大
切にしていきたいと思います。人にはそれぞれの価
値観やライフスタイルがあるため、正解という看護
はありませんが、その中で患者さまとご家族の話を
聞き、専門的な知識・技術を活かし、多職種と連携
して最善の対応ができるように努めていきます。
　　　　　　緩和ケア認定看護師　和田　知子

　2021年11月にがん性疼痛看護認定看護師を取
得いたしました。がん性疼痛とは、「がん患者さ
まの体験する痛み」であり、がんの早期から終末
期に至るまでの全ての痛みが対象とされ、全がん
患者さまの約4分の3の方が痛みを経験すると言
われています。
　また、痛みは身体的な苦痛たけではなく、気持
ちや精神的な苦痛、仕事や生活にしづらさなど、
社会的な苦痛を与えてしまいます。そのため、が
んと診断された時から、治療と並行し痛みを緩和
していくことが大切です。そして痛みは、その患
者さまによって感じ方が違い、痛みを上手く伝え
られない患者さまもおられます。
　認定看護師として、痛みの機序、総合的なアセ
スメント、鎮痛剤の特徴などを考慮し、その患者
さまに合った治療やケアを医師やチームスタッフ
と共に検討し、“その人らしく”過ごせるように、
患者さまやご家族へ相談・サポートができるよう
努めて行きたいと思っています。
　　　がん性疼痛看護認定看護師　塚本　紗己





当センターでは職員の積極的な資格取得を応援しています当センターでは職員の積極的な資格取得を応援しています

緩和ケア認定看護師を取得しました！ がん性疼痛看護認定看護師を
取得しました！

　資格取得により、本人のキャリアアップと同時に病院全体の質の向上が可能となり、最終的には患者さま
に還元できると考えています。2021年度には2名が認定看護師資格を取得しました。現在当センターには6
名の認定看護師が勤務しています。本年度は認定看護師（皮膚・排泄ケア分野）資格取得と同時に特定行為
研修修了を目指しています。　　　　　　　　　　　　　　　（文責　病院事業管理者　別府　透）

　山鹿市民医療センターから車で東に2分ほど、

325号線沿いで開業46年目の歯科医院で院長をして

おります。令和3年に前院長である父が亡くなり、

継承させていただきました。

　長く通っていただいている患者さんの心と体の変

化に対応すべく、地域の先生方には大変お世話にな

っております。口腔環境が全身に及ぼす影響に関心

を深めていただくきっかけとなればと願い、マウス

ピース矯正やホワイトニングといった美しさを目指

す治療も行っております。予防歯科に来院される方

のお口の中から、ストレスやいわゆる未病、小さな

変化を見つけて医科受診を勧めることも増えました。

認知症と歯周疾患の関連も明らかになり、山鹿の皆

様の健康を歯科からお支えするべく、診療はもちろ

んSNSやセミナーなど情報発信にも力を入れていま

す。高齢になり通院が難しくなられた方もできるだ

け長く診させていただきたいと思い、訪問歯科にも

取り組んでいます。

　山鹿市民医療センターをはじめ地域の先生方と患

者さんの情報を共有し、周術期の口腔管理など歯

科をご活用いただけましたら幸いに存じます。山

鹿という町だからこそできる医科歯科連携がある

と思います。山鹿市民医療センターでの講義を聴

講するため、診療後に出かけていた父の姿を思い

出します。私も、自分で食べて歩ける体づくりに

歯科から貢献したいと思います。ご指導のほどよ

ろしくお願い申し上げます。

　６月４日は虫歯予防デー

　マスクを外して笑える日が楽しみですね

登録医からのひとこと

医療法人小嶋会
　おしま歯科医院
　　院長　山本　朋子　先生

登録医からのひとこと
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け長く診させていただきたいと思い、訪問歯科にも

取り組んでいます。

　山鹿市民医療センターをはじめ地域の先生方と患

者さんの情報を共有し、周術期の口腔管理など歯

科をご活用いただけましたら幸いに存じます。山

鹿という町だからこそできる医科歯科連携がある

と思います。山鹿市民医療センターでの講義を聴

講するため、診療後に出かけていた父の姿を思い

出します。私も、自分で食べて歩ける体づくりに

歯科から貢献したいと思います。ご指導のほどよ

ろしくお願い申し上げます。

　６月４日は虫歯予防デー

　マスクを外して笑える日が楽しみですね

登録医からのひとこと

医療法人小嶋会
　おしま歯科医院
　　院長　山本　朋子　先生

登録医からのひとこと












毎週
毎週
毎週
毎週

毎月

毎月

名　　　　　　　　称 担  当  医  等
外  来  化  学  療  法（予約制）
禁　　煙　　外　　来（予約制）
睡 眠 時 無 呼 吸 外 来
小 児 科 予 防 接 種
ス ト ー マ 外 来
女性外来（婦人科、思春期、更年期）
Ｐ Ｅ Ｇ 外 来

両親学級（予約制：産婦人科）

セカンドオピニオン外来（予約）

担　　当　　医
坂　田　和　子
坂　田　和　子
※ 石井　真美
担　　当　　医
※ 片渕美和子
担　　当　　医

火曜・水曜・金曜
月曜（午後）
火曜・木曜（午後）
水曜（受付時間13:30～15:30）
第3水曜（午後）

第2･第4木曜日（13:30～15:30）
※産婦人科へお尋ねください。 ５階病棟

Bブロック

Aブロック

各診療科
実　　　施　　　日 診察場所

各専門医が担当します。詳細はホームページをご覧ください。
予約については地域医療連携室にお尋ねください。

助　　産　　師

2022年6月1日 つ　　ば　　さ 第165号　（１）（4）　2022年6月1日 つ　　ば　　さ 第165号　
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山鹿市民医療センター開放型病院広報紙
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外来担当医表外来担当医表

特殊・専門外来特殊・専門外来

6月

6月

6月
診 療 科 名 月 火 水 木 金

循 環 器 内 科

内分泌・代謝内科

消 化 器 内 科

外 科

乳 腺 外 科
泌 尿 器 科

小 児 科

産 婦 人 科

緩和ケア内科（予約制）
総 合 診 療 科

救 急 外 来

健 診

耳 鼻 咽 喉 科
眼 科

整 形 外 科
( 紹 介 外 来 制 )

呼 吸 器 内 科
腫 瘍 内 科

感
覚
器

セ
ン
タ
ー

※ 御任　玲美 ―※ 猪山　慎治
― 宮本　英明

※ 後藤　英介
― ―

― ―

―

―
―

※ 徳永　郁香 ※ 徳永　郁香

―
―

―

―
―――

―

― ――

(小児一般･　　　
アレルギー外来)

(小児一般･　　　
アレルギー外来)

◎診療時間は8:30開始で11:00(小児科は16:00)受付終了となります。
　当日の受診に関する相談を除く電話は、14時から17時が受付となります。
※　非常勤医師です。　※1　第2、第4水曜日のみ診療となります。

◎特殊・専門外来については、各診療科にお尋ねください。
◎急患の場合は、この限りではありません。
ご注意：学会等の都合で変更になる場合があります。
◆最新の担当表は、ホームページをご覧ください。

山鹿市民医療センター
〒861-0593 熊本県山鹿市山鹿511番地

TEL（代表）0968-44-2185　FAX 0968-44-2420
http://yamaga-medical-center.jp

6月号

地域住民の生命と健康への貢献地域住民の生命と健康への貢献

山鹿市民医療センターは
① 患者さま中心の信頼される医療を行います
② 診療機能の充実に努め、質の高い医療を提供します
③ 地域の保健、医療、福祉の連携を推進します
④ 研修、研鑽に努め医療レベルの向上を図ります
⑤ 健全経営に努めます

いのち

基本方針

基本理念

6月

上野　茂紀
（本原　利彦）

冨口　　純
（上野　茂紀）

※ 後藤　英介

本原　利彦冨口　　純 本原　利彦

川崎　修二 川崎　修二 川崎　修二

大庭　圭介
清水　　博

大庭　圭介
清水　　博

大庭　圭介
清水　　博

大庭　圭介
清水　　博

※ 木山　卓也
担 当 医

髙木　　茂
横田　秀峰

山元雅典／中原達秀

工藤　智志
山元　雅典
中原　達秀

手　　術
（担当医）

髙木　　茂
工藤　智志
横田　秀峰

手　　術
（担当医）

別府　　透
石河　隆敏
織田　枝里

坂田　和子
石河　隆敏 川崎　修二 堀　　和樹 ― ※ 非常勤医師

手　　術
（担当医）

別府　　透
石河　隆敏
（織田　枝里）

手　　術
（担当医）

別府　　透
石河　隆敏
山村　謙介

※ 冨口　麻衣
※ 非常勤医師※ 非常勤医師

※ 石井　真美
※ 石井　真美

※ 石井　真美

予防接種(午後）

※ 非常勤医師 ※ 非常勤医師
木山　　優 木山　　優 木山　　優 木山　　優 木山　　優

※ 片渕美和子
（午後）

※ 片渕美和子
（午後）

※ 非常勤医師
― ※ 非常勤医師

吉岡　明子
織田　枝里 堀　　和樹 堀　　和樹織田　枝里

吉岡　明子 吉岡　明子
外  科  医(午前)
整形外科医(午後) 吉岡　明子 消化器科医大庭　圭介 外 科 医(午前)

担 当 医(午後)

第２・４水曜（午後）
6/6㈪､9㈭､13㈪､14㈫､20㈪､21㈫､23㈭､27㈪､28㈫､30㈭

　令和4年度は医師3名、看護師7名、診療放射線技師
2名、薬剤師1名、社会福祉士1名の14名が山鹿市民医
療センターの新たな職員として加わりました。
　4月1日、辞令交付式の後「当院の概要を理解し、
病院組織の一員としての認識と専門職としての自覚を
養う」を目的として新入職者研修（4月1日～4月5
日）を実施しました。
　始めの2日間は、病院職員として自覚を持って行動
できるように、病院の概要、公務員としての服務規程、
個人情報などの取り扱い、接遇・コミュニケーション
など社会人としての基本的研修を行いました。また、
病院内で働く中で重要な医療安全管理や感染防止等に
ついての研修も行いました。
　看護部は、3日目以降も現場で使用する電子カルテ
操作、基本的な看護技術などの実技を中心とした研修



令和４年度　新入職者研修を行いました令和４年度　新入職者研修を行いました
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9:00～16:30まで
9:00～16:30まで

（予約のみ）

※1 片渕美和子
（午後）

を行いました。
　研修後に実施したアンケートの感想では「当院の概
要から医療的なことまで、幅広い内容の研修であった
ことと、より専門的な知識を学ぶことができ、今後の
業務に活かせると思いました｡｣「今回の研修で説明だ
けでなく、業務を行う際に注意・配慮しなければなら
ないことも学び今後に活かしていこうと思いました｡｣
「感染についての話はすごくためになりました｡｣「一
つ一つ分かりやすい内容で、現場での実践を取り入れ
た事例等もあり、理解しやすかったです｡｣「実技やグ
ループワークもあり、病棟での振り返りがしやすかっ
たです｡」等多くの意見が出ました。
　現在それぞれの配属部署で先輩と共に学習し、業務
に慣れているところですのでよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　（文責　副看護部長　原田靖代）




